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LAMP-2は宇宙空間と地球大気圏結合の理解を目指すオーロラ観測ロケット実験である。LAMP-2で新たに拡
充を図る X線撮像分光装置は他の観測機器との兼合いによりサイズ制約が厳しく、小型サイズ (=小口径かつ短
焦点距離)が求められる。そのため我々は検出器や望遠鏡を搭載した小型の X線撮像分光装置を開発している。
LAMP-2では地球に降り込む電子のエネルギー分散及び地球大気の変調過程、さらにイオンの宇宙空間への流失
メカニズムの観測的検証を目的としている。観測ロケット高度と地上から、電離圏から中層圏までを包括的に観
測し、数値シミュレーションと統合し検証する。現在NASAに提案中で、2027年度冬に打ち上げ予定である。
我々は観測装置の主要デザインパラメータの検討に向けて振動試験と科学検討シミュレーションを実施した。

我々は小口径反射鏡に対する接着工程の検討を進めており、振動試験では試作した支持機構及び直径 20mmの
円筒模擬ミラー 1枚を搭載した供試体に対して、初の z軸加振を実施した。観測ロケットが要求する振動レベル
(Rondam振動:13 Grmsで 10秒間)を加振した前後において、接着部の顕著な剥離が見られず、さらに反射鏡取
り付け時の傾きに有意な差がないことを確認した。また科学検討では期待される光子統計及び観測精度を調べて
いる。本講演では振動試験及び科学検討の結果について紹介する。


